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本稿は，平成20年度札幌学院大学一般教養英語講座で一年間に亘り試
みた聴覚障がい学生在籍クラスでの英語授業実践の報告と，その後継続
された研究の分析から，今後の課題をまとめたものである．当該学生に
授業保障をすることと，個々の学生の成長を目指し，教師は試行錯誤の
中，劇的に授業スタイルを変えて対応した．本稿は，１）聴覚障がい学
生在籍クラスで英語を教える為に試みた授業方法の工夫と課題，２）英
語科教員と関係部署の協力を基に今後の聴覚障がい学生の英語教育に関
して一連の対応計画と授業展開の方向性を，学生からのフィードバック，
質問紙，面談を基に探るものである．
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Ⅰ．研究の発端
平成20年４月，私は新学期の教室で初めて
教室の一番前に少し緊張気味に，両脇のノー
トテイカーさんと共に座っている彼女と出
会った．そこで初めて，担当する学生の中に
聴覚に障がいを持つ学生が在籍していること
を知った．既に「今年度は音声言語としての
英語に力を入れて指導しよう」と教材選択を
し，シラバスを作成し終えていた私は，少な
からず動揺した．
クラスには23名（男子22名，女子１名）
の学生が在籍していた．英語の力には幅が
あったが，率直で快活な学生の集団で，有難
いことに，互いを尊重し支え合う雰囲気は当
初から見られた．学び支え合う集団形成にと，
Rapportを築く為の活動 Charadeを交えた
自己紹介では，明るい笑い声の中，全員が楽
しく互いの趣味を言い当てていた．時に日本
語も駆使しながら，ペアやグループ活動に積
極的に取り組んでくれる Class Dynamicsを
頼りに，講座は楽観的にスタートした．
その後関係部署から，聴覚障がい学生への
講義保障に関する資料を頂いた．当時私は，
彼女の障がいの程度や，聴覚障がい学生への
英語教育の方法等，ほとんど何も知らなかっ
た．ただ「障がいの為に，また教師の未熟さ
の故に学生に不利益を与えてはいけない．」と
いう思いは強くあった．それは，大学院留学
中に視覚障がいの同級生が，点字と彼女の鋭
い聴覚で見事に学業を修めていた姿や，これ
までの聴覚障がいのある方々との交流経験に
加え，文献で読んだ “…our ability for lan-
guage is innate,regardless of handicap”（人
は障害の有無に拘わらず生まれながらに言語
を獲得する能力を備えている（Lorrain &
Mare,2003）という研究者達の確信に支えら
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OIKE Kyoko 札幌学院大学英語非常勤講師
れたものだった．早速，大学の同僚・先輩教
師に聴覚障がい学生の在籍するクラスでの英
語教育の方法について，広く経験や情報を求
める中，授業方針が決まった．１)聴覚障が
い学生の学ぶ権利・講義を保障し，２)クラ
スの生徒全体の成長を目指すことであった．
これは，生徒一人ひとりに分かり易く，成長
を促す授業となるよう，自分の授業を見直し
再構成する機会ととらえた．そして関連分野
の資料を探しつつ授業を展開する日々が始
まった．
この試論は，１)聴覚障がい学生在籍クラ
スでの語学授業に対し行った私の試みは，当
該学生やクラスの生徒全体にとって役立って
いたのか検証を試みるとともに，２)聴覚障
がい学生在籍クラスでの語学授業に関して，
具体的な学習支援事例を持ち寄り，積み上げ，
今後のより良い学習支援体制作りに役立てて
頂くことを目指したものである．
Ⅱ．試行錯誤の授業実践
クラス全員の成長を目指す，と方針を固め，
以下の５点を当面の実践・研究の視点に立て
た．１）聴覚障がい学生に分かり易く英語を
教える為に授業方法をどのように修正できる
のか，２）聴覚情報をできるだけ視覚情報に
置き換えて提示することは当該学生のプラス
になるのか，３）当該学生，ノートテイカー
と教師間の連携を深めることで，より良い学
習支援ができるのではないか，４）授業スタ
イルの修正は，クラスの生徒全体のプラスに
つながるのではないか，５）英語科教員と関
係部署の協力を基に，聴覚障がい学生の一般
教養英語教育に関して一連の対応計画と授業
展開の方向性を作ることができるのではない
か．
試行錯誤の中，授業スタイルに劇的な変化
が生まれていった．先ず，１）聴覚情報をで
きるだけ視覚情報にして提示することに努め
た．中心教材は中級レベル学習者向けの Eng-
lish Fast Lane（成美堂，2006）で，音声言
語としての英語学習方法を展開し，４技能（聞
く・話す・読む・書く）をバランスよく鍛え
るもので，随所に CDリスニング（TOEIC
 
Listeningを含む）箇所があった．その為，最
初は Listening箇所のスクリプトを書き起こ
し，加工して当該学生に渡したが，後に出版
社の温かいご協力のもと，テキストの電子
データを頂き，以後はそれを加工して配布し
た．また，通常ワークシートを配布し，授業
中に語いの発音（アクセントを含む）や意味
の整理をしたり，ディスカッションに向けて
自分の意見を予め書いてきてもらうのだが，
コンピュータ配備の講義室の利点を活かし，
OHC（教材提示器）を活用し，クラス全体に，
今，テキストやワークシートのどこをやって
いるのかを示した．
授業のポイントや教師の説明が直ぐにイ
メージし易いように，黒板全体を大きく何箇
所かに分け，ページや見出し，課題や連絡事
項を書き出した．発音指導の際は，黒板への
イラストやジェスチャーで place of articula-
tionとmanner of articulation（調音の位置
と様態）を示した．
また，当該学生の口読理解支援として，学
生達に話す際には，黒板に板書しながらでは
なく，できるだけ当該学生の前か付近に立ち，
教師の口元が見易い位置で明瞭な音量で話し
たり，発音するよう努めた．この位置だと，
Note-takerさんのテイクの状況を確認でき
るので，当該学生がどこまでテイクを読めて
いるか見ながら，順に学生達を指名できた．
また，教師の話をノートテイクし終えるまで
のタイムラグの間にブロック毎に机間巡視を
して，個々の学生をサポートするようにした．
通常，授業では一つの内容について，シンプ
ルな英語で２回語った後，理解度を確認する
意味で，日本語で１回同じ内容を語るように
している．
さらに，予め授業の流れを大まかにつかめ
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るようにと，その日の授業のアウトラインと
場面毎の key questionを書いたものを当該
学生に先渡しするよう努めた．
次に，２）当該学生やノートテイカーさん
と連携をとり，フィードバックをもらい，よ
り良い授業支援につなげたいと思い，授業後
数回短く意見を聴く機会を設けた．学生は
「さ」行と「だ」行の発音をしづらいことが分
かった．また，普段大学のポータルサイトで，
クラスの全学生に向けて講義情報連絡等，授
業支援をしているのだが，個人伝言機能を活
用して，当該学生やノートテイカーさん達と
双方向の交信ができるように設定した．
授業実践をしながら，並行して関連分野の
研究や資料探しを少しずつ進めていた．大学
バリアフリー委員会の資料，PEPNET-Japan
のWebsite，リンク先情報に加え，当時参加
していた本学英語教員による Study Group
での実践交流も心強かった．
しかし，学生の聴覚障がいの程度も，聴覚
障がい学生への英語教育に関しても分からな
いことを沢山抱えて，当該学生やテイカーさ
ん達からの Feedbackが少ないこと，突発的
な口頭での補足にテイクが追いつかず，学生
が情報を待っている間に時々居眠りをしてし
まうこと，また，やりがいを感じながらも，
常に授業を２つのモード（聴覚と視覚情報）
で準備するという時間的葛藤等の悩みがあっ
た．
音声指導の難しさ・失敗の半面，発見した
こともあった．暫くの間，学生達に配布する
ワークシートの語いに，IPA（国際音標文字）
の発音記号を補助的に書きこみ，Phonicsの
手法を取り入れて難しい発音の指導をしてい
たが，ある時，当該学生のワークシートにカ
タカナで発音補助表記をしたところ，音量が
ぐんと増したのが分かった．その時初めて，
当該学生がこれまでカタカナを使って英語の
発音を習ってきたことを知った．実はそれま
で，「いつから，また何故聴覚障がいを持った
のか」を尋ねると学生を傷つけてしまうので
はないかという思いから，障がいの程度や内
容の正確な把握もできていなかった．情けな
いことだが，ここにきてようやく，生まれな
がらの聴覚障がいの為に，日本語の調音を習
得する年齢の頃に，それが的確にできなかっ
た為，発音が不明瞭になっていることによう
やく気がついたのである．そうした教師のお
ぼつかない状況認識ではあったが，当該学生
は課題にいつも真摯に取り組み，また大変積
極的に声を出し，ペア活動やグループディス
カッションに取り組んでくれていた．４人編
成のディスカッションの際には，しっかりと
自分の意見を述べ話し合いに貢献する姿に，
クラス全体が良い刺激を受け，真剣に学ぶ姿
勢に感動を覚えている様子が学生達の表情に
見て取れた．
補助教材・活動として，シラバスに沿って
折々にAsahi Weekly英語版の記事や，英語
の歌，また定期的に本学の E-Learning Sys-
tem（Open Language Laboratory）等を取
り入れ，学生がマイペースで苦手の文法項目
に取り組み，TOEIC練習に向かうよう一年
を通じて奨励した．
授業準備の際，より音声をとらえたり内容
をつかみ易くなるように，クラス全体に配布
する Summary Completionシートやワーク
シートに補足情報を書き加える等，資料にも
変化が表れてきていた．また，当該学生のテ
ストのリスニング箇所には，カタカナで補足
表記を加えた．
折々の授業終了時に「The Minute Paper」
（Anderson,2007）の形で学生から feedback
を得て個々の学生の授業理解度の点検や学習
支援の方向を探るツールとした．以下に計５
回のうち特徴的なものを載せることにする．
Ⅲ．学生達からの Feedback
１)当該学生 4/18-リスニングは目で見る
しかできないが修正液で穴埋め箇所を作った
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プリントを作ってくれると助かる．（以下要
旨）
5/9-1.今日の授業で最も印象的だったのは，
歌 True Colorsを聴いたこと．2.最も難し
かったのは，歌詞を発音したこと．3.次回やっ
てみたいのは，もう少し英語を覚えたい．
２)他学生 4/18（20名出席)-A)ペースは
丁度良い（４名），授業が分かり易い⑹，リス
ニング練習が難しい⑷，感情について話し
合った授業は有意義だ⑴，CDを使っての授
業は良い⑴．B)もっとリスニング力を磨き，
英語力をつけたい⑵，楽しく英語を学びたい
⑶，英語を自分の暮らしの身近に感じたい⑴，
ひいきしてほしくない⑴，もっと授業を易し
く，分かり易くしてほしい⑶，アニメのよう
な面白いものを使ってほしい⑵，分かり易い
読み物を使ってほしい⑴，文法を学びたい⑴．
5/9（20名出席)-1．（印象深いこと）True
 
Colorsを聴いたこと，良い歌だ⑼，Summary
を完成したのは初めての経験だ⑵，TOEIC
 
Listening練習は難しかった⑴，英語の難し
さを再確認した⑴，一生懸命取り組み，沢山
参加した⑴，黒板に出て板書したこと⑴．
-2．（難かしかった点）True Colors⑶，英語
で要旨を完成したこと⑵，T/F Qsは紛らわ
しく，パッセージ内で答えをスキャンしづら
かった⑻，長い読み物を読み，理解すること
⑷，Preview箇所やMain verbに下線を引く
作業⑵．
-3．(次回に向け）もっと単語を覚えたい⑷，
英語を覚えたい⑶，リスニング力を伸ばした
い⑶，真面目に課題に取り組む⑵，授業参加
を頑張る（以下各１），ReadingとWriting，
もっとスムーズに読みたい，TOEIC Listen-
ing練習，体調管理，遅刻しない，発音．
また最終講義時（1/9）に講座全体に関して
３つの角度から簡単なアンケートを取った．
１．E-learning System（OLL）は役に立った
か，２．Portal siteでの支援は役立ったか，
３．講座満足度について，５段階（５が最高）
で評価し，自由記述でコメントを求めた．一
人の学習者に焦点を置いた設問は避けるべき
だと判断し，上記の項目にしたが，授業スタ
イルがクラス全体にどれくらい有効だったか
を探る為には，「授業は分かり易く，力をつけ
るものだったか」という設問をすべきだった
かと思われる．
１)当該学生-1．OLLの有用性は３．部分的
にやってみただけだが，分かり易いプログラ
ムだった．-2．ポータルサイトは２．講義連
絡等メッセージは携帯にも送られてきたが，
気付かずチェックしないことも多かった．-3．
満足度は４．自分は教師や他の学生と協力し
て学習したので良かった．
２)他の学生（出席20名）（無回答あり）
-3（コメント）（１人で複数書いた学生あり）
授業が楽しく，やり易くてよかった⑻，もっ
と出席を頑張りたかった，体調に気をつけた
い⑶，遅刻が多かった，反省⑵，分かり易く
学べた⑵，なかなか面白かった（以下各１），
遅刻の為に講義ペースについていけず理解不
足につながった，久しぶりにちゃんとした英
語の授業を受けた気がした，頑張って出席し
たので勉強も結構できた，これからも頑張っ
ていきたい，毎朝憂鬱で起きられなかった，
全体的に普通，黒板の字をもう少し大きくし
て，それ以外は良い，長いようで短かかった．
Ⅳ．改めて実践を振り返る
講座終了後も，英語教師として未解決の疑
問点が幾つも残っていた為，2009年３月にア
メリカで開催された TESOL学会（英語教育
関係者の最大規模の国際学会）にその答えを
求めて参加したが，残念なことに同様のテー
マのセッションは一つのみで，また参加者も
少なく交流は限られたものに終わった為，
評価 １ ２ ３ ４ ５
1．OLL 1(人) 6 4 8 1
2．Portal 1 3 3 6 4
3．講座 3
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メーリングリストで交流を続けていった．
改めて９月に，大学バリアフリー委員会担
当新國先生と連絡を取る中で，実践をもう一
歩深く見つめ，聴覚障がい英語教育の在り方
について再び学ぶ機会を得たのである．
とりわけ聴覚障害英語教育研究会の須藤会
長による本学での講演（2006）や同会Web-
site，PEPNET Japan作成の FD用 DVD
「Access」には，生まれつき難聴の学生の聴こ
えと調音の関係等，担当教師として知ってお
くべき重要な点が沢山示されていて，研究の
大きな原動力となった．分析の手法として，
当該学生への面談と質問紙，ノートテイカー
さんへの質問紙調査をした．約１年を経過し
ての追跡調査の為，授業の様子を想起し易い
よう詳しく解説し，また，４名の担当テイカー
さんのうち，在籍しているテイカーさん２名
への依頼となった．
〔当該学生へのアンケート質問項目要旨〕
Ｑ１．教師の授業支援方法について
授業中は，視覚教材の活用―?A)板書（イラ
ストを含む），B)教材提示器（OHC），C)
Worksheet（（聞き書き）や発音のカタカナ表
記入り），Ｄ）当日の授業の流れや，Key Ques-
tionを書いたメモの先渡し，Ｅ）TOEICのリ
スニングで流れる原稿を配布―?という対応
をしましたが，率直にこれらはあなたの授業
理解に役立ちましたか？不必要と感じたもの
はありましたか？
Ｑ２．授業内容（形態）について
音声言語としての英語に焦点を当て，（聞く，
話す，読む，書くの４技能を）総合的に伸ば
すことを目指したシラバス（授業計画）だっ
た為，A)語いの発音やアクセントのチェッ
ク，B)ペアワーク，C)グループでのミニ
ディスカッション，D)CDリスニング（歌詞
も含む）等の活動がありました．また，E)
OLL（オンライン教材）を使って文法の基礎
を復習するセッションもありました．これら
の活動への参加は，容易でしたか？難しく感
じた点はどんな部分でしたか？
３．教師とのコミュニケーションについて
私は少しだけ手話を習ったことがあります
が，まとまったことを意思疎通できるレベル
ではなく，授業中の教師の説明はノートテイ
カーさん達のサポートが大きな力でした．あ
なたが意見を発表したり，質問をしたり，要
望を伝えるうえで，教師とのコミュニケー
ションはスムーズでしたか？困ったことはあ
りませんでしたか？
４．小中高校を含むこれまでの学校生活の中
で，授業においてこんなサポートがあったの
で，とても理解し易かったとか，こんな活動
形態（ペア，グループなど）で学ぶことの楽
しさを味わった，といった経験があれば，教
えて下さい．
５．最後に，あなたがこれから社会へ巣立っ
ていくことを踏まえ，聴覚障がいを持つ学生
へのサポートに関して大学・教員側への意見
や要望など，どんなことでも率直に書いて下
さい．
〔テイカーさん用アンケート質問項目要旨〕
Ｑ１．教師の授業支援方法について
（左のＱ１．Ｅまで同じ）これらの工夫は，担
当した学生の授業理解に役立っていると感じ
ましたか？また，ノートテイクや手話通訳を
するうえで，やり易かったり，逆に難しいと
感じた点はありましたか？
Ｑ２．授業内容（形態）について
（左のＱ２．Ｅまで同じ）担当した学生がこれ
らの活動に参加できるようにノートテイクや
手話サポートをするうえで気づいたことはあ
りますか？ 難しいと感じた点はあります
か？
Ｑ３．教師とのコミュニケーションについて
（左のＱ３．前半同じ）授業中の教師の説明は
ノートテイカーさん達のサポートに大きく助
けられていました．担当した学生が意見を発
表したり，質問をしたり，要望を伝え，教師
とコミュニケーションを図るうえで，ノート
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テイカーさんとして何か気づいたことはあり
ますか？
Ｑ４．最後に，聴覚障がいを持つ学生へのサ
ポートに関して大学・教員側への意見や要望
など，どんなことでも率直に書いて下さい．
以下７ページ目にアンケート結果と考察を
まとめる．
Ⅴ．今後への課題
当該学生やノートテイカーさん達のもう一
歩深い本音と，複数の聴覚障がい英語教育支
援の輪との出会いから得た視点で，再度これ
までの実践を振り返った時，いくつか重要な
課題が見えてきた．それは，１)大学側に（聴
覚）障がい学生が在籍すること，障がいの内
容と程度を的確且つ早期に，担当教員に伝え
る連携体制を作って頂きたいということであ
る．告知とともに，参考資料として，大学の
ストリーミングシステムに既に配信されてい
る素材「聴覚障がい学生への支援に関する研
究講演」（須藤，2006）や，DVD「Access」
の存在を担当教員に周知し，視聴を促すこと
で，教員はより早く的確に障がいの本質を理
解し，支援の必要性を納得し，より的確な調
音（発音）を含めた英語教育を提供できるで
あろう．実際，当該学生が生まれつきの難聴
で，ある周波数以下の子音を聞き取れないと
分かったのは，この３月に筆談を交えてイン
タビューをした時であった．障がいの本質を
教師が知らなかった為に，学生に随分無理を
させていたのではないかと反省した．次に，
２)英語科の教員が協力して，聴覚障がい学
生への英語教授法を少しずつ研究・実践・交
流し，積み上げることで，ある程度個々の学
生の障がいのレベルに対応した本学としての
英語教育の方向性を作りあげていけないかと
いうことである．障がいの程度や内容を踏ま
え，４技能が密接に絡み合う語学（英語）教
育において，どんなmethodを用いて，どこに
当該学生の学習目標を設定したら良いのか，
より客観的な洞察に基づくカリキュラム試案
作りが必要ではないだろうか．例えば，Lis-
teningを Real Time Captioningで携帯画面
に字幕（視覚情報）として瞬時に送ることで，
ノートテイクを待つタイムラグ問題も随分解
消されるだろうし，リスニングを速読に置換
えて訓練する方向も拓けるだろう．Speaking
は，e-mailや chatの様なより即興的なWrit-
ing（produc-tion skill）に変えて表現させる
ことも可能だろう．或いは，やはり Speaking
 
skillとして，カタカナ発音を活かして発音，
発話させるのか，または，（指導者の体制も大
きく関係するであろうが）例えばASL（アメ
リカ手話）か JSL（日本手話）で補足させつ
つ簡単な会話をできるように指導していくの
か等，幾つか選択肢があるだろう．もし Lis-
tening等の特定のスキル分野を代替活動に
特化する場合も，その Rationaleや具体的な
方法（例えば PPTで速読等）の議論が大切で
あろう．いずれにしても，学生が将来社会に
出た時を想定して，どんな力をつけることが
自立へのより良い準備になるのかという視点
から，英語科として議論を深めることが必須
と思われる．
Ⅵ．まとめ
振り返ってみて，障がいの有無に関係なく，
個々の学生が対等に学び合える学習環境作り
を目指した時，少しずつではあるが着実に，
誰にとっても分かり易い授業提供に近づいて
いたように思われる．
このクラスでの一つの挑戦を何とか最後ま
で続けてこられたのは，あの個性豊かな23人
がいたからだと思う．共に学び支え合う
Learning Communityがあり，体験を語り，
意義を感じ，課題に取り組む中，それぞれの
生徒が成長していった．今彼女は以前からの
目標だった特別支援学級の教員を目指し，
日々着実に自分の課題に取り組んでいる．
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 DVD「Access 2」の中で，明治学院大学の
中野敏子先生が，成長した卒業生を前に，視
覚障がいと聴覚障がいの学生が同時に在籍す
るゼミを担当した当時を振り返ってこう語っ
ている．「障がいは，時にはその人の生き方さ
えも変えなくてはいけないような重い意味を
持つ．（中略） だからこそ，（自ら申告して）
本気で受けた支援体験は，障がいを持つ学生
の将来のエネルギーになり，社会に出てから
も湧いてきて，自ら主体的に何かをしようと
する際の力になる．」と．
これからも学生達の心の滋養となり，やが
て社会に出た時に自ら発信し切り拓いていく
力となるような良き支援，授業実践を目指し
一歩ずつ歩みを進めていきたい．
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